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○ いじめは「人間として絶対に許されない」という強い認識に立つこと

○ いじめ問題に対しては被害者の立場に立った親身の指導を行うこと

○ いじめ問題は学校（教師）の指導の在り方が問われる問題であること

○ 学校、家庭、地域社会等、関係者が一体となって取り組むことが必要であること

○ いじめ問題は家庭教育の在り方に大きく関わる問題であること

いじめの対応（全体図）

児童生徒が、一定の人間関係のある者から心理的・物理的な攻撃を受けたことにより、

精神的な苦痛を感じているもの。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。また、個

々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的に行うことなく、いじめ

られた児童生徒の立場に立って行うものとする。（平成19年2月 文部科学省）

いじめの対応についての基本的認識
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